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今年度要求のポイント

関連事業

事 業 名 消防行政統合システム整備事業

141,132

54,645

システム改修費

事 業 費

　常時安定稼働が必須である消防行政統合システムのソフト、ハード機器を適
正に保守管理することにより、消防行政統合システムの常時安定稼働を確保す
る。このことにより、災害通報受信時の早期地点決定、迅速な消防隊・救急隊
の出場、出場隊の現場到着時間短縮につながり、その結果、災害等による被害
を軽減することができるとともに、消防行政の充実強化を図ることができる。

7,922

消防行政統合システム他保守管理
消防行政統合システム更新に伴う実施設計

【今後（27年度～）】

その他　特記事項

周辺市住宅地図等

スケジュール（経過及び今後展開）

合計 333,152151,057

96,412 117,401 クライアント端末リース料等

平成25年度予算額 平成26年度要求額

全体事業費

26年度要求額項目

　救急事案における救命効率の向上を目指して運用を開始するPA連携の自動隊
編成等を実施するための消防行政統合システム改修業務

25年度予算

主な要求内容 （単位：千円）

保守管理等委託料

その他

333,152151,057161,988

指令機能の一部改修等

66,697 システム保守点検等

内容・積算等

平成23年度指令系システム機器更新
平成24年度支援情報システム機器更新
平成25年度その他機器更新

出場区分追加に伴うシステム改修等
消防行政統合システム他保守管理
消防行政統合システム更新に伴う基本構想

【経過（～25年度）】 【26年度】

　消防行政統合システムは、通信指令総合システム、支援情報（警
防・予防）システム、画像伝送システム、その他消防業務システムで
構成され、24時間体制の消防業務を完遂するために常時安定稼働が必
須のシステムである。
　特にシステム全体の根幹となる通信指令総合システムは、119番通
報の受信、消防救急車両の出動等を司るシステムとして、高水準の安
定稼働が必要とされ、支援情報システムを含むその他消防業務システ
ムは災害報告及び予防業務等の消防業務を執行するための重要なシス
テムである。
　これらの重要システムの保守管理を適切に行い、消防行政統合シス
テム更新予定年である平成30年までの安定稼働を図る。

事業目的

事業内容

整理番号 90 - 010

システム機器賃借料

事業期間 　H　～　H　　

平成24年度決算額

7 局・課名 消防局・通信指令課
マスタープラン
３つの挑戦

－
マスタープラン

施策番号
1

区分
新規・拡充

(単位　千円)


